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【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  28/00     (2006.01)
   Ｃ２３Ｃ   8/14     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月16日(2017.2.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　鋳鉄製品の表面に、植物由来の炭粉末を植物油に添加してなる炭混合油を塗布し、加熱
乾燥することを特徴とする鋳鉄製品の表面処理方法。
【請求項２】
　前記炭混合油を塗布する前に、前記鋳鉄製品の表面に前記植物油を塗布し、加熱乾燥す
ることを特徴とする請求項１に記載の鋳鉄製品の表面処理方法。
【請求項３】
　前記炭混合油を塗布する前に、前記鋳鉄製品の表面に酸化被膜を形成することを特徴と
する請求項１に記載の鋳鉄製品の表面処理方法。
【請求項４】
　前記植物油を塗布する前に、前記鋳鉄製品の表面に酸化被膜を形成することを特徴とす
る請求項２に記載の鋳鉄製品の表面処理方法。
【請求項５】
　前記植物由来の炭粉末が竹炭粉末又は木炭粉末であることを特徴とする請求項１～４の
いずれか１項に記載の鋳鉄製品の表面処理方法。
【請求項６】
　前記植物油が亜麻仁油、オリーブ油、菜種油又はグレープシード油であることを特徴と
する請求項１～５のいずれか１項に記載の鋳鉄製品の表面処理方法。
【請求項７】
　鋳鉄製品の表面に、植物由来の炭粉末を植物油に添加してなる炭混合油を塗布し、加熱
乾燥してなる被膜が形成されていることを特徴とする鋳鉄製品。
【請求項８】
　前記被膜の内側に、前記鋳鉄製品の表面に前記植物油を塗布し、加熱乾燥してなる予備
被膜が形成されていることを特徴とする請求項７に記載の鋳鉄製品。
【請求項９】
　前記被膜の内側に、酸化被膜が形成されていることを特徴とする請求項７に記載の鋳鉄
製品。
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【請求項１０】
　前記予備被膜の内側に、酸化被膜が形成されていることを特徴とする請求項８に記載の
鋳鉄製品。
【請求項１１】
　前記植物由来の炭粉末が竹炭粉末又は木炭粉末であることを特徴とする請求項７～１０
のいずれか１項に記載の鋳鉄製品。
【請求項１２】
　前記植物油が亜麻仁油、オリーブ油、菜種油又はグレープシード油であることを特徴と
する請求項７～１１のいずれか１項に記載の鋳鉄製品。
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